
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
号

薬
事
法（

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号）

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

日
本
薬
局
方（

平
成
二

、

十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る。

た
だ
し

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の

、

日
本
薬
局
方（
以
下「

旧
薬
局
方」

と
い
う。

）

に
収
め
ら
れ
て
い
た
医
薬
品（

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
薬

局
方（

以
下「
新
薬
局
方」

と
い
う。

）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る。

）

で
あ
っ
て
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一
日
に
お
い
て
現
に
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の（

同
年
五
月
三
十
日
に
お
い
て

薬
事
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

、る
医
薬
品
等（

平
成
六
年
厚
生
省
告
示
第
百
四
号）

に
よ
り
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
医
薬
品
を
含
む。

）

に
つ
い
て
は

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
は

旧
薬
局
方
で
定
め
る
基
準（

当

、

、

該
医
薬
品
に
関
す
る
部
分
に
限
る。

）
は
新
薬
局
方
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る。

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
６．

０
２
製
剤
均
一
性
試
験
法
の
条
１．

含
量
均
一
性
試
験
の
項
中「

(
ⅱ
)
液
剤
」

の
次
に「

又
は
半
固
形
製
剤
」

を
加
え

「
有
効
成
分
含
量
を
測
定
し
，
」

を「
個
々
の
製
剤
中
の
有

、

効
成
分
含
量
を
適
切
な
方
法
で
測
定
し
，
」

に
改
め

同
条
３．

判
定
基
準
の
項
中「

(
ⅰ
)
固
形
製
剤
」

の
次
に「

、

，
半
固
形
製
剤
」

を
加
え

同
条
の
表
６．

０
２－

２
中
Ｔ
の
項
中「

目
標
含
量
．
」

を「
表
示
量
に
対
す
る
％
で
表

、



し
た
製
造
時
に
お
け
る
個
々
の
製
剤
中
の
目
標
含
量
．
」

に
改
め
る。

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

２
２
標
準
液
の
条
塩
化
ビ
ニ
ル
標
準
液
の
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る。

過
酸
化
水
素
標
準
原
液

過
酸
化
水
素
(
3
0
)
に
水
を
加
え
，
1
m
L
中
に
過
酸
化
水
素
(
H
2 O
2 ：
3
4
.
0
1
)
0
.
3
0
g
を
含
む

よ
う
に
調
製
す
る
．
こ
の
調
製
し
た
液
1
m
L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
1
0
m
L
と
す
る
．
こ
の
液
1
m
L

を
正
確
に
量
り
，
水
1
0
m
L
及
び
希
硫
酸
1
0
m
L
を
入
れ
た
フ
ラ
ス
コ
に
加
え
，
0
.
0
2
m
o
l
/
L
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
液
で
滴
定
〈
2
.
5
0
〉
す
る
．
た
だ
し
，
滴
定
の
終
点
は
液
の
色
が
僅
か
に
紅
色
に
な
る
点
と
す
る
．
同
様
の
方
法

で
空
試
験
を
行
い
，
補
正
す
る
．

0
.
0
2
m
o
l
/
L
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
液
1
m
L
＝
1
.
7
0
1
m
g
H
2 O
2

過
酸
化
水
素
標
準
液

過
酸
化
水
素
標
準
原
液
1
0
m
L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
1
0
0
m
L
と
す
る
．
用
時

製
す
る
．
こ
の
液
1
m
L
は
過
酸
化
水
素
(
H
2 O
2 ：
3
4
.
0
1
)
3
0
m
g
を
含
む
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

２
２
標
準
液
の
条
銀
標
準
液

原
子
吸
光
光
度
用
の
項
の
次
に
次

，

の
一
項
を
加
え
る。

ク
ロ
ム
標
準
液
，
原
子
吸
光
光
度
用

二
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
(
標
準
試
薬
)
0
.
2
8
3
g
を
正
確
に
量
り
，
水
に
溶
か
し

，
正
確
に
1
0
0
0
m
L
と
す
る
．
こ
の
液
1
m
L
は
ク
ロ
ム
(
C
r
)
0
.
1
0
m
g
を
含
む
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

２
２
標
準
液
の
条
原
子
吸
光
光
度
用
銀
標
準
液
の
項
の
次
に
次
の



一
項
を
加
え
る。

原
子
吸
光
光
度
用
ク
ロ
ム
標
準
液

ク
ロ
ム
標
準
液
，
原
子
吸
光
光
度
用

を
見
よ
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

２
２
標
準
液
の
条
原
子
吸
光
光
度
用
鉄
標
準
液
の
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る。

原
子
吸
光
光
度
用
鉄
標
準
液
(
2
)
鉄
標
準
液
(
2
)
，
原
子
吸
光
光
度
用

を
見
よ
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

２
２
標
準
液
の
条
鉄
標
準
液

原
子
吸
光
光
度
用
の
項
の
次
に
次

，

の
一
項
を
加
え
る。

鉄
標
準
液
(
2
)
，
原
子
吸
光
光
度
用

鉄
標
準
原
液
2
m
L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
2
5
0
m
L
と
す
る
．
こ

の
液
1
0
m
L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
1
0
0
m
L
と
す
る
．
用
時
製
す
る
．
こ
の
液
1
m
L
は
鉄
(
F
e
)
8
µ
g

を
含
む
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
一
般
試
験
法
の
部
９．

４
３
ろ
紙

ろ
過
フ
ィ
ル
タ

試
験
紙

る
つ
ぼ
等
の
条
ガ
ラ

，

ー
，

，

ス
ウ

ル
の
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る。

ー

過
酸
化
水
素
濃
度
試
験
紙

過
酸
化
水
素
濃
度
0
～
2
5
p
p
m
の
範
囲
で
定
量
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
製
造
し
た
も
の

．
本
品
に
は
標
準
比
色
表
を
添
付
す
る
．

第
十
六
改
正
日
本
薬
局
方
医
薬
品
各
条
の
部
ゼ
ラ
チ
ン
の
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る。

ゼ
ラ
チ
ン



G
e
l
a
t
i
n

本
医
薬
品
各
条
は
，
三
薬
局
方
で
の
調
和
合
意
に
基
づ
き
規
定
し
た
医
薬
品
各
条
で
あ
る
．

な
お
，
三
薬
局
方
で
調
和
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
「

◆
◆
」
で
囲
む
こ
と
に
よ
り
示
す
．

本
品
は
動
物
由
来
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
で
部
分
的
に
加
水
分
解
又
は
加
熱
分
解
し
て
得
た
タ
ン
パ

ク
質
を
精
製
し
た
も
の
で
あ
る
．
加
水
分
解
条
件
に
よ
り
，
ゲ
ル
化
グ
レ
ー
ド
又
は
非
ゲ
ル
化
グ
レ
ー
ド
が
得
ら
れ

る
．本
品
は
ゲ
ル
化
グ
レ
ー
ド
で
あ
る
．

本
品
は
そ
の
ゼ
リ
ー
強
度
（
ブ
ル
ー
ム
値
）
を
表
示
す
る
．

◆
性
状

本
品
は
無
色
又
は
白
色
～
淡
黄
褐
色
の
薄
板
，
細
片
，
粒
又
は
粉
末
で
あ
る
．

本
品
は
熱
湯
に
溶
け
や
す
く
，
エ
タ
ノ
ー
ル
(
9
5
)
に
ほ
と
ん
ど
溶
け
な
い
．

本
品
は
水
に
溶
け
な
い
が
，
水
を
加
え
る
と
き
，
徐
々
に
膨
潤
，
軟
化
し
，
5
～
1
0
倍
量
の
水
を
吸
収
す
る
．

酸
処
理
し
て
得
た
本
品
の
等
電
点
は
p
H
7
.
0
～
9
.
0
，
ま
た
，
ア
ル
カ
リ
処
理
し
て
得
た
本
品
の
等
電
点
は
p
H

4
.
5
～
5
.
0
で
あ
る
．
◆

確
認
試
験

(
１
)
本
品
1
.
0
0
g
を
，
新
た
に
煮
沸
し
て
約
5
5
℃
と
し
た
水
に
溶
か
し
，
1
0
0
m
L
と
し
，
試
料
溶
液
と
す
る
．

試
料
溶
液
を
約
5
5
℃
に
保
ち
，
そ
の
2
m
L
に
硫
酸
銅
(
Ⅱ
)
試
液
0
.
0
5
m
L
を
加
え
，
振
り
混
ぜ
た
後
，
2
m
o
l
/
L
水



酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
試
液
0
.
5
m
L
を
加
え
る
と
き
，
液
は
紫
色
を
呈
す
る
．

(
２
)
本
品
0
.
5
g
を
内
径
約
1
5
m
m
の
試
験
管
に
と
り
，
水
1
0
m
L
を
加
え
，
1
0
分
間
放
置
す
る
．
6
0
℃
で
1
5
分
間

加
温
し
た
後
，
試
験
管
を
直
立
さ
せ
て
0
℃
で
6
時
間
静
置
す
る
．
試
験
管
を
転
倒
す
る
と
き
，
内
容
物
は
直
ち
に

流
出
し
な
い
．

ゼ
リ
ー
強
度
（
ブ
ル
ー
ム
値
）

本
品
の
6
.
6
7
％
溶
液
か
ら
調
製
さ
れ
た
ゼ
リ
ー
の
表
面
を
，
1
0
℃
に
お
い
て
，
径

1
2
.
7
m
m
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
で
4
m
m
押
し
下
げ
る
の
に
必
要
な
荷
重
(
g
)
を
求
め
る
．

(
ⅰ
)
装
置
及
び
器
具

装
置
は
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
ア
ナ
ラ
イ
ザ
又
は
レ
オ
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
物
性
測
定
器
を
用
い
，

直
径
1
2
.
7
±
0
.
1
m
m
，
底
面
は
平
ら
で
，
そ
の
周
縁
が
直
角
に
切
り
立
っ
た
円
筒
形
ピ
ス
ト
ン
を
用
い
る
．
容
器
は

内
径
5
9
±
1
m
m
，
高
さ
8
5
m
m
の
も
の
（
ゼ
リ
ー
カ
ッ
プ
）
を
用
い
る
．

(
ⅱ
)
操
作
法

本
品
7
.
5
g
を
ゼ
リ
ー
カ
ッ
プ
に
と
り
，
水
1
0
5
m
L
を
加
え
，
蓋
を
し
，
1
～
4
時
間
放
置
し
た

後
，
6
5
±
2
℃
の
水
浴
中
で
加
温
し
な
が
ら
ガ
ラ
ス
棒
で
1
5
分
間
穏
や
か
に
か
き
混
ぜ
る
．
カ
ッ
プ
の
上
部
の
内
壁

に
凝
縮
し
た
水
は
溶
液
に
合
わ
せ
，
均
一
な
溶
液
と
し
，
室
温
で
1
5
分
間
放
冷
す
る
．
次
に
カ
ッ
プ
を
1
0
.
0
±
0
.
1

℃
の
恒
温
槽
中
の
完
全
に
水
平
に
調
節
さ
れ
た
台
の
上
に
置
き
，
蓋
を
し
，
1
7
±
1
時
間
静
置
す
る
．
カ
ッ
プ
を
恒

温
槽
か
ら
取
り
出
し
，
直
ち
に
カ
ッ
プ
の
外
側
に
付
着
し
た
水
を
拭
き
取
り
，
物
性
測
定
器
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置

く
．
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
の
先
端
が
で
き
る
だ
け
ゼ
リ
ー
表
面
の
中
央
部
で
接
触
す
る
よ
う
に
カ
ッ
プ
の
位
置
を
調
整
し

た
後
，
侵
入
距
離
4
m
m
，
侵
入
速
度
毎
秒
0
.
5
m
m
で
試
験
を
行
う
と
き
，
ゼ
リ
ー
強
度
は
表
示
さ
れ
た
値
の
8
0
～



1
2
0
％
で
あ
る
．

ｐ
Ｈ
〈
2
.
5
4
〉

確
認
試
験
(
1
)
の
試
料
溶
液
の
p
H
は
5
5
℃
で
測
定
す
る
と
き
3
.
8
～
7
.
6
で
あ
る
．

純
度
試
験

◆
(
１
)
重
金
属
〈
1
.
0
7
〉

本
品
0
.
5
g
を
と
り
，
第
2
法
に
よ
り
操
作
し
，
試
験
を
行
う
．
比
較
液
に
は
鉛
標
準

液
2
.
5
m
L
を
加
え
る
(
5
0
p
p
m
以
下
)
．
◆

(
２
)
鉄

本
品
5
.
0
0
g
を
共
栓
フ
ラ
ス
コ
に
と
り
，
塩
酸
1
0
m
L
を
加
え
，
密
栓
し
，
7
5
～
8
0
℃
の
水
浴
中
に

浸
し
，
2
時
間
加
熱
す
る
．
必
要
な
ら
ば
，
溶
解
を
適
切
に
行
う
た
め
に
，
塩
酸
を
加
え
た
後
，
放
置
し
て
本
品
を

膨
潤
さ
せ
る
，
加
熱
時
間
を
長
く
す
る
，
又
は
加
熱
温
度
を
高
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
冷
後
，
水
を
加
え
て
フ
ラ

ス
コ
の
内
容
物
を
1
0
0
.
0
g
と
し
，
試
料
溶
液
と
す
る
．
別
に
本
品
5
.
0
0
g
ず
つ
を
3
個
の
共
栓
フ
ラ
ス
コ
に
と
り
，

試
料
溶
液
と
同
様
に
操
作
し
，
原
子
吸
光
光
度
用
鉄
標
準
液
(
2
)
1
0
m
L
，
2
0
m
L
及
び
3
0
m
L
を
そ
れ
ぞ
れ
正
確
に

加
え
，
水
を
加
え
て
フ
ラ
ス
コ
の
内
容
物
を
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
.
0
g
と
し
，
標
準
溶
液
と
す
る
．
試
料
溶
液
及
び
標
準

溶
液
に
つ
き
，
次
の
条
件
で
原
子
吸
光
光
度
法
〈
2
.
2
3
〉
の
標
準
添
加
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
鉄
の
含
量
を
求
め
る

と
き
，
3
0
p
p
m
以
下
で
あ
る
．

使
用
ガ
ス
：

可
燃
性
ガ
ス

ア
セ
チ
レ
ン

支
燃
性
ガ
ス

空
気



ラ
ン
プ
：
鉄
中
空
陰
極
ラ
ン
プ

波
長
：
2
4
8
.
3
n
m

(
３
)
ク
ロ
ム

(
2
)
の
試
料
溶
液
を
試
料
溶
液
と
す
る
．
別
に
本
品
5
.
0
0
g
ず
つ
を
3
個
の
共
栓
フ
ラ
ス
コ
に
と
り

，
試
料
溶
液
と
同
様
に
操
作
し
，
原
子
吸
光
光
度
用
ク
ロ
ム
標
準
液
0
.
2
5
m
L
，
0
.
5
0
m
L
及
び
0
.
7
5
m
L
を
そ
れ
ぞ

れ
正
確
に
加
え
，
水
を
加
え
て
フ
ラ
ス
コ
の
内
容
物
を
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
.
0
g
と
し
，
標
準
溶
液
と
す
る
．
試
料
溶
液

及
び
標
準
溶
液
に
つ
き
，
次
の
条
件
で
原
子
吸
光
光
度
法
〈
2
.
2
3
〉
の
標
準
添
加
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
ク
ロ
ム
の

含
量
を
求
め
る
と
き
，
1
0
p
p
m
以
下
で
あ
る
．

使
用
ガ
ス
：

可
燃
性
ガ
ス

ア
セ
チ
レ
ン

支
燃
性
ガ
ス

空
気

ラ
ン
プ
：
ク
ロ
ム
中
空
陰
極
ラ
ン
プ

波
長
：
3
5
7
.
9
n
m

(
４
)
亜
鉛

(
2
)
の
試
料
溶
液
を
試
料
溶
液
と
す
る
．
別
に
本
品
5
.
0
0
g
ず
つ
を
3
個
の
共
栓
フ
ラ
ス
コ
に
と
り
，

試
料
溶
液
と
同
様
に
操
作
し
，
原
子
吸
光
光
度
用
亜
鉛
標
準
液
7
.
5
m
L
，
1
5
m
L
及
び
2
2
.
5
m
L
を
そ
れ
ぞ
れ
正
確
に

加
え
，
水
を
加
え
て
フ
ラ
ス
コ
の
内
容
物
を
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
.
0
g
と
し
，
標
準
溶
液
と
す
る
．
試
料
溶
液
及
び
標
準

溶
液
に
つ
き
，
次
の
条
件
で
原
子
吸
光
光
度
法
〈
2
.
2
3
〉
の
標
準
添
加
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
亜
鉛
の
含
量
を
求
め



る
と
き
，
3
0
p
p
m
以
下
で
あ
る
．

使
用
ガ
ス
：

可
燃
性
ガ
ス

ア
セ
チ
レ
ン

支
燃
性
ガ
ス

空
気

ラ
ン
プ
：
亜
鉛
中
空
陰
極
ラ
ン
プ

波
長
：
2
1
3
.
9
n
m

◆
(
５
)
ヒ
素
〈
1
.
1
1
〉

本
品
1
5
.
0
g
を
フ
ラ
ス
コ
に
と
り
，
薄
め
た
塩
酸
(
1
→
5
)
6
0
m
L
を
加
え
，
加
熱
し
て

溶
か
し
，
臭
素
試
液
1
5
m
L
を
加
え
て
加
熱
し
，
過
量
の
臭
素
を
除
き
，
ア
ン
モ
ニ
ア
試
液
を
加
え
て
中
性
と
し
，

リ
ン
酸
水
素
二
ナ
ト
リ
ウ
ム
十
二
水
和
物
1
.
5
g
を
加
え
て
放
冷
し
，
マ
グ
ネ
シ
ア
試
液
3
0
m
L
を
加
え
て
1
時
間
放

置
す
る
．
沈
殿
を
ろ
取
し
，
薄
め
た
ア
ン
モ
ニ
ア
試
液
(
1
→
4
)
1
0
m
L
ず
つ
で
5
回
洗
い
，
薄
め
た
塩
酸
(
1
→
4
)
に

溶
か
し
正
確
に
5
0
m
L
と
す
る
．
こ
の
液
5
m
L
に
つ
き
，
試
験
を
行
う
と
き
，
次
の
標
準
色
よ
り
濃
く
な
い
．

標
準
色
：
本
品
の
代
わ
り
に
ヒ
素
標
準
液
1
5
m
L
を
用
い
，
同
様
に
操
作
す
る
(
1
p
p
m
以
下
)
．
◆

(
６
)
過
酸
化
物

(
ⅰ
)
酵
素
反
応

ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
は
過
酸
化
物
に
作
用
し
，
そ
の
酸
素
原
子
を
還
元
型
の
有
機
酸
化
還
元
指

示
薬
へ
移
動
さ
せ
，
指
示
薬
を
青
色
の
酸
化
型
に
変
化
さ
せ
る
．
生
成
し
た
色
の
濃
さ
は
過
酸
化
物
の
量
に
比
例
す

る
．
こ
の
反
応
を
利
用
し
た
過
酸
化
水
素
濃
度
試
験
紙
で
は
，
得
ら
れ
る
呈
色
を
用
意
さ
れ
た
標
準
比
色
表
の
色
と



比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
，
試
料
溶
液
の
過
酸
化
物
の
濃
度
が
求
め
ら
れ
る
．

(
ⅱ
)
操
作
法

本
品
2
0
.
0
±
0
.
1
g
を
ビ
ー
カ
ー
に
と
り
，
水
8
0
.
0
±
0
.
2
m
L
を
加
え
，
か
き
混
ぜ
て
試
料
全
体

を
湿
ら
せ
た
後
，
室
温
で
1
～
3
時
間
放
置
す
る
．
次
に
ビ
ー
カ
ー
を
時
計
皿
で
蓋
を
し
，
6
5
±
2
℃
の
水
浴
中
で

2
0
±
5
分
間
加
温
し
て
試
料
を
溶
か
し
た
後
，
ガ
ラ
ス
棒
で
か
き
混
ぜ
，
均
一
な
溶
液
と
し
，
試
料
溶
液
と
す
る
．

過
酸
化
水
素
濃
度
試
験
紙
を
試
料
溶
液
に
1
秒
間
浸
し
，
試
験
紙
の
反
応
ゾ
ー
ン
を
適
切
に
湿
ら
せ
る
．
試
験
紙
を

取
り
出
し
，
振
り
動
か
し
て
余
分
の
液
を
振
り
落
と
し
，
1
5
秒
後
に
試
験
紙
の
反
応
ゾ
ー
ン
の
呈
色
を
標
準
比
色
表

の
色
と
比
較
す
る
．
色
が
最
も
一
致
す
る
標
準
比
色
表
の
色
に
対
応
す
る
過
酸
化
物
の
濃
度
を
読
み
取
り
，
そ
れ
を

5
倍
す
る
(
1
0
p
p
m
以
下
)
．

(
ⅲ
)
鋭
敏
度

過
酸
化
水
素
標
準
液
1
0
m
L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
3
0
0
m
L
と
す
る
．
こ
の
液
2
m

L
を
正
確
に
量
り
，
水
を
加
え
て
正
確
に
1
0
0
0
m
L
と
す
る
(
2
p
p
m
)
．
こ
の
液
に
過
酸
化
水
素
濃
度
試
験
紙
を
1
秒
間

浸
し
，
試
験
紙
の
反
応
ゾ
ー
ン
を
適
切
に
湿
ら
せ
る
．
試
験
紙
を
取
り
出
し
，
振
り
動
か
し
て
余
分
の
液
を
振
り
落

と
し
，
1
5
秒
後
に
試
験
紙
の
反
応
ゾ
ー
ン
の
呈
色
を
標
準
比
色
表
の
色
と
比
較
す
る
と
き
，
過
酸
化
物
の
濃
度
が
2

p
p
m
の
標
準
比
色
表
の
色
と
等
し
い
．

(
７
)
二
酸
化
イ
オ
ウ

(
ⅰ
)
装
置

図
に
示
す
も
の
を
用
い
る
．



A
：
三
口
丸
底
フ
ラ
ス
コ
(
5
0
0
m
L
)

B
：
円
筒
形
滴
下
漏
斗
(
1
0
0
m
L
)

C
：
冷
却
器

D
：
試
験
管

E
：
コ
ッ
ク



(
ⅱ
)
操
作
法

水
1
5
0
m
L
を
三
口
丸
底
フ
ラ
ス
コ
に
と
り
，
二
酸
化
炭
素
を
毎
分
1
0
0
m
L
の
流
速
で
装
置
に
流
す

．
過
酸
化
水
素
・
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
試
液
1
0
m
L
を
受
け
側
の
試
験
管
に
加
え
る
．
1
5
分
後
，
二
酸
化
炭
素
の
流

れ
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
，
円
筒
形
滴
下
漏
斗
を
三
口
丸
底
フ
ラ
ス
コ
か
ら
取
り
外
し
，
本
品
2
5
.
0
g
を
水
1
0
0
m
L

を
用
い
て
三
口
丸
底
フ
ラ
ス
コ
に
移
す
．
2
m
o
l
/
L
塩
酸
試
液
8
0
m
L
を
円
筒
形
滴
下
漏
斗
に
加
え
た
後
，
コ
ッ
ク
を

開
け
て
三
口
丸
底
フ
ラ
ス
コ
に
流
し
込
み
，

◆
二
酸
化
イ
オ
ウ
が
円
筒
形
滴
下
漏
斗
に
逃
げ
な
い
よ
う
に
最
後
の
数
m

L
が
流
れ
出
る
前
に
コ
ッ
ク
を
閉
め
，

◆
混
合
液
を
1
時
間
加
熱
す
る
．
受
け
側
の
試
験
管
を
取
り
外
し
，
そ
の
内
容

物
を
2
0
0
m
L
の
広
口
三
角
フ
ラ
ス
コ
に
移
す
．
受
け
側
の
試
験
管
を
少
量
の
水
で
洗
い
，
洗
液
は
三
角
フ
ラ
ス
コ
に

加
え
る
．
水
浴
中
で
1
5
分
間
加
熱
し
た
後
，
冷
却
す
る
．
ブ
ロ
モ
フ
ェ
ノ
ー
ル
ブ
ル
ー
試
液
0
.
1
m
L
を
加
え
，
黄
色

か
ら
紫
青
色
へ
の
色
の
変
化
が
少
な
く
と
も
2
0
秒
間
持
続
す
る
ま
で
0
.
1
m
o
l
/
L
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
で
滴
定
〈
2

.
5
0
〉
す
る
．
同
様
の
方
法
で
空
試
験
を
行
い
，
補
正
す
る
．
次
式
に
よ
り
二
酸
化
イ
オ
ウ
の
量
を
求
め
る
と
き
，
5

0
p
p
m
以
下
で
あ
る
．

二
酸
化
イ
オ
ウ
の
量
(
p
p
m
)
＝
V
／
M
×
1
0
0
0
×
3
.
2
0
3

M
：
本
品
の
秤
取
量
(
g
)

V
：
0
.
1
m
o
l
/
L
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
の
消
費
量
(
m
L
)

導
電
率
〈
2
.
5
1
〉

確
認
試
験
(
1
)
の
試
料
溶
液
に
つ
き
，
3
0
±
1
.
0
℃
で
試
験
を
行
う
と
き
，
1
m
S
･
c
m
-
1以
下
で
あ

る
．
た
だ
し
，
温
度
補
正
は
行
わ
な
い
．



乾
燥
減
量
〈
2
.
4
1
〉

1
5
.
0
％
以
下
(
5
g
，
1
0
5
℃
，
1
6
時
間
)
．

微
生
物
限
度
〈
4
.
0
5
〉

本
品
1
g
当
た
り
，
総
好
気
性
微
生
物
数
の
許
容
基
準
は
1
0
3
C
F
U
，
総
真
菌
数
の
許
容
基
準

は
1
0
2
C
F
U
で
あ
る
．
ま
た
，
大
腸
菌
及
び
サ
ル
モ
ネ
ラ
を
認
め
な
い
．

貯
法保
存
条
件

熱
及
び
湿
気
を
避
け
て
保
存
す
る
．

◆
容
器

気
密
容
器
．
◆


